
カヌーによる知床半島北岸遺跡調査

山田 俊幸

〒060札 幌市北区北10条 西8丁 目 北海道大学理学部動物染色体研究施設

知 床 半 島 北 岸 に は 、 オ ホ ー ツ ク期 の 遺 跡 の立 地

し うる所 が い くつ か み られ る。 しか し、 テ ッパ ン

ベ ツ川 以 東 に道 は な く、 断 崖 が連 続 し、 こ れ を踏

査 す る こ とは む ず か しい 。 した が っ て こ れ まで に

一 部(テ ッパ ンベ ツ川 以 西 と知 床 半 島 先 端 部)を

除 い て調 査 は 行 な わ れ て い な い 。 そ こ で我 々 は カ

ヌ ー を使 っ て 、 テ ッパ ンベ ツ川 以 東 、 半 島 先 端部

ま で(約20km)を 調 査 し、 遺 跡 を さ が す こ と に し

た。

新 し く発 見 され た遺 跡 は1ケ 所 で あ っ た が カ ヌ

ー を使 っ て 知 床 半 島 北 岸 を行 く と い う貴 重 な体 験

が で きた の で 、 そ の模 様 に つ い て報 告 してみ たい。

メ ンバ ー:天 野 哲 也 ・小 野 裕 子

(北 大 文 学 部 北 方 文 化 研 究 施 設)

山 田俊 幸

(北 大理 学 部 動 物 染 色 体 研 究 施 設)

日程:昭 和56年7月21日 ～26日

装 備:カ ヌー(ミ ピ ラ ニ アこ英 国 製 、 全 長5m、 重

量30kg、FRP製 の 丸 木 舟 型 、 い

わ ゆ る カナ デ ィア ン カ ヌー で あ る。

本 来 静 水 用 で あ り、 海 で の使 用 に

あ た っ て は 、波 が か か り、沈 没 す

る お そ れ が あ っ た が 、荷 物 をた く

さん 乗 せ られ る利 点 が あ るの で 、

こ れ を使 っ た 。)

車(1968年 型 、 トヨ タ、 ラ ン ドク ル ーザ ー)

キ ャ ンプ用 具

第1日(霧 雨)札 幌 → 斜 里

午 前9時30分 、 ラ ン ドク ルー ザ ー に カ ヌー を積

ん で 札 幌 出 発 。 旭 川 で昼 食 。 北 見 で 非 常 食 用 の昧

噌 パ ン を捜 し求 め る が 、 な か な か 見 つ か らず 、 何

軒 め か の 店 で わ ざ わ ざ問 屋 か ら、「大 西 製 菓 の味 噌

パ ン」 を と り よせ て も ら う。 美 幌 で 夕 食 を と り、

一 路 斜 里 へ
、 と思 っ た が、 途 中 で ガ ソ リ ン が切 れ

か か っ て い るの に気 づ く、 と て も斜 里 ま で も ち そ

うも な く、 時 刻 は午 後9時 を ま わ っ て い る。 今 夜

は 車 の 中 で 眠 ろ うな ど と言 っ て は み た が、 しか た

な く清 里 で 、 も う終 わ っ て い る ス タ ン ドに た の ん

で ガ ソ リ ン を入 れ て も ら っ た。 午 後10時15分 、斜

里 北 方 文 化 研 究 施 設 分室 到 着 。

第2日(雨 の ち曇)斜 里 → タキ ノ川 北 尾 根 北

側

午 前8時 に起 床 、 週 間 天 気 予 報 は あ ま り思 わ し

くな い よ うだ が 、 決 行 す る こ と に決 定 。 午 後0時

20分 、 ラ ン ドク ルー ザ ー で斜 里 を出 発 し、 宇 登 呂

で サ ン トリー ホ ワ イ トを買 い 、岩 尾 別 、 カ ム イ ワ

ッ カ川 を無 事 通 過 し、 午 後2時 、 知 床 大橋 に着 く。

あ い に く霧 が濃 く、 ほ とん ど何 も 見 え な い。 そ れ

に もめ げ ず に 記 念 撮 影 をす ませ て 、 い よ い よ林 道

に 入 る。

午 後2時45分 、 ポ ンベ ツの 手 前 で ヒ ッチ ハ イ ク

に会 っ た。 札 幌 医 大 の ワ ン ダ ー フ ォー ゲ ル部 員 で

色 気 は ま っ た く無 く、男 ば か り5人 で 、 聞 く と こ

ろ に よ る と、 テ ッパ ンベ ツ川 沿 い に半 島 横 断 を試

み る そ うで あ る。 これ を乗 せ る。 人 間8人 、 大 量

の 荷 物 、 カ ヌ ー を積 まれ た1968年 型 ラ ン ドク ルー

ザ ー は さす が に重 そ う。 老 体 に ムチ 打 っ て 石 こ ろ

だ らけ の 道 を走 る姿 が痛 々 しい 。 午 後3時15分 、

な ん と か テ ッパ ンベ ツ川 に た ど り着 き、 こ こで ワ

ン ダー フ ォー ゲ ル部 員 とわ かれ た。 我 々 は カ ヌー

を海 に浮 かべ 、 行 動 に移 る。 ラ ン ドク ルー ザ ー は 、

帰 っ て く る まで テ ッパ ンベ ツの 番 屋 に預 け る こ と

に し た。

まず カ ヌー に は2人 乗 り、 荷 物 を積 ん で航 行 し、

残 る1人 は 、遺 跡 を捜 し な が ら海 岸 を歩 い て 行 く

こ と に す る。途 中 、 歩 行 不 可 能 な場 所(断 崖 がせ

り出 して 、 浜 が な く、泳 が ね ば な ら な い場 所)で

は 、 カ ヌー が そ の 先 で 荷 物 をお ろ して 、 歩 い て い

る1人 を迎 え に 戻 る と い う形 を と る予 定 。 最 初 力
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ヌー に は天 野 と山 田 が乗 り、 小 野 は 歩 行 。 午 後3・

時40分 出 航 。 カ ヌー は キ ャ ン プ用 具 、3人 分 の リ

ュ ッ ク等 を積 ん で 、 な お か つ2人 乗 っ て も きわ め

て安 定 で あ り、 心 配 さ れ た波 も な く快 調 なす べ り

出 し をみ せ た。 この 日の た め に小 樽 運 河 で 積 ん で

きた練 習 が も の をい い 、 歩 くの よ りは る か に速 い。

沖 合150mぐ らいの とこ ろ を海 岸 線 と平 行 に走 る。

しか し海 上 か ら見 る限 り、 遺 跡 の 立 地 し うる場 所

は な い も よ う。

タキ ノ川 北 側 の 尾 根 が 海 に せ り出 し、 歩 行 不 可

能 なの で 、 その 先 で荷 物 を お ろ して 小 野 を迎 え に

戻 る こ とに す る。 カ ヌ ー を大 きな岩 の 横 に着 け 、

荷 お ろ しに か か る が、 岩 場 には 波 が あ り悪 戦 苦 闘

す る。 な ん とか荷 物 は お ろせ た が 、 大 部 分 水 をか

ぶ って しま い 、 これ か らは カ ヌ ー は岩 場 で は な く、

石 浜 に あ げ た方 が よ い こ と を悟 っ た 。 午 後5時45

分 、小 野 を迎 え に タキ ノ川 ヘ カ ヌ ー で 往 復 し、 荷

揚 げ地 点 に テ ン ト を張 っ た 。 夕食 前 に 釣 を した が

な に も釣 れ ず 、 逆 に仕 掛 を3つ も失 う。

カ ヌー は まず まず で あ り、 この 調 子 で この 先 も

行 け そ うだ。 な お、 今 日の行 程 に は 、遺 跡 の あ り

そ うな場 所 は な か った の で調 査 は 、 しな か っ た。

第3日(曇 の ち晴)タ キ ノ川 北 尾 根 北 側 → ア ウ

ンモ イ

昨 日は 、2人 は カ ヌー 、1人 は 歩 行 と い う形 態

を と っ た が 、 今 日の行 程 は 、 地 図上 歩 行 不 能 なポ

イ ン トが 多 い た め 、初 め か ら3人 と も カ ヌ ー に乗

り、 遺 跡 の あ りそ うな場 所 を海 上 か らさが し て 、

その つ ど上 陸 して調 査 す る こ と に す る。 午 前10時

8分 、 出 発 。 カ ヌ ー は3人 乗 っ て も全 く大 丈 夫 、

沖 合200mを 順 調 に進 む。 海 は静 か で あ っ た。

蛸 岩 沖 、 カ シ ュニ の 滝 沖 、 カパ ル ワ タ ラ沖 、知

床 川 沖 を通 過 し、.午前11時25分 、 ポ トピ ラベ ツ川

カパルワタラ

、
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右岸 に上陸 した。昨日の教訓にしたがって石浜に

カヌーを乗 りあげたが、小野は上陸 に失敗 し、海

中に尻もちをついて、服 を濡 らしてしまった。昼

食後遺跡 さがしにかかるが、ポ トピラベツ川右岸

台地上 には灌木が茂 り、左岸台地上は草地で、大

きな石がゴロゴロしていて、結局遺跡はみつから

なかった。午後1時45分 出発。沖合から陸地 を眺

め遺跡のありそうな場所 をさがしながら進んだ。

午後2時18分 、天野が独特 なカンでオキッチウ

シ川左岸に遺跡の気配 を感 じ、番屋の船つ き場に

着岸する。天野が単身上陸 して左岸台地 を調査 し

たが収穫 はなかった。残念であった。番屋のおば

さんに驚嘆の目をもって迎 えられ、あまりの突飛

さを感心 される。お茶 をすすめ られたが先を急 ぐ

身なので遠慮 させていただいた。午後2時30分 出

発。レタラワタラの岩礁は沖 に出てかわす。沖は

うね りが高 く、岩の上にはウミネコ、カモメが多

数たむろしていた。イタシュベワタラの岩礁はま

ん中をつっ切 る。午後3時50分 、アウンモイの入

り江を横切 り番屋の近 くに上陸 し、テ ントを張っ

た。ここは入 り江であるが、背後にす ぐ断崖がせ

まり、遺跡はあ りそうもない。断崖の上にはある

かもしれないが登 るのには急峻で、草木が茂い繁

り、断念 した。ここでも夕食前に釣 をしたが収穫

はなかった。

夕食後、番屋 に呼ばれて風呂をもらった。鉄板

を組んだ大 きな四角い風呂で、 うす暗い電燈が最

果を思わせるようであった。そのあと番屋の人た

ちとビールをくみ交 した。この24号 番屋には、夏

季 には普段30名 近い人がいるそうであるが、この

時はお盆休みで留守番の人が5・6人 いるだけだっ

た。ここでは電気は背後の崖から滝になって落 ち

る川の水 を利用 して発電機 をまわしておこしてい

るそうである。 しかし一番:印象深 かったのは便所

で、横に3っ 並んだ便所の下 を小 さな川が勢いよ

く流れている、いわば天然の水洗便所で、非常に

清潔であった。

第4日(雨 の ち曇のち雨)ア ウンモイ→文吉

湾

午前7時 に起床 して海の様子 を見てみたが、波

が高い様子であった。一応今[中 に文吉湾 をめざ

す ことにするが、今日の行程はポロモ イを除いて

岩礁地帯が続 くため、この波が気にかかった。午

前9時50分 出 発 。 ア ウ ンモ イの 湾 を出 た あ た り か

ら波 高 し。 カ ヌー の 中 に しぶ きが入 りは じめ た 。

岩 場 で は 白波 が砕 け 、 うね り が強 い。 この ま まで

は危 険 と判 断 し て午 前10時8分 、 岩 礁 中 の 入 り江

に急 遽 避 難 した 。 今 後 の処 置 を検 討 す る が 、 カ ヌ

ー の操 縦 性 ・荷 重 の関 係 等 を考 え て
、結 局 天 野 が

1人 で カ ヌー で 岩 礁 をま わ り、小 野 、 山 田 は徒 歩

で岩 礁 づ た い に進 み、 ポ ロ モ イ南 端 で合 流 す る こ

と に した。 午 前10時15分 、 それ ぞ れ 出発 。 カ ヌー

は波 に も ま れ て い る。 小 野 と山 田 は 、 ひ た す ら天

野 の 無 事 を祈 りつ つ 歩 く。岩 礁 は意 外 と平 担 で あ

っ た が 、 入 江 が 大 き く、 迂 回 す るの に骨 が 折 れ た。

途 中1ケ 所 せ り出 した岩 を高 巻 した が泳 く・場 所 は

な か っ た。 午 前11時 、 全 員無 事 に ポ ロ モ イ南 端 で

合 流 し、 胸 を なで お ろ す。 こ こ か ら また3人 カ ヌ

ー に乗 り
、 ポ ロモ イ をつ っ切 っ て午 前11時55分 、

ポ ロ モ イ26号 番 屋 にっ い た 。

昼 食 は番 屋 で と っ た。 あ ら汁 と さ し身 の 差 入 が

あ っ た。 文 句 な く うま か っ た 。 な お こ この 地 形 も

ア ウ ンモ イ 同様 で あ っ た た め 、 遺 跡 の調 査 は や め

に し た 。

天 候 は あ い か わ らず思 わ し くな く、波 も高 い。

これ か ら先 文吉 湾 ま で カ ヌー で 行 くか ど うか意 見

が 分 か れ 、 カ ヌ ー で強 行 す る と い う天 野 と、 や め

た ほ うが い い と い う山 田 の 間 で しば し口 論 が続 い

た が、 最 後 には カ ヌ ー をあ き らめ る こ と に した 。

そ こで 天 野 は磯 づ た い に 文 吉 湾 ま で 歩 い て行 く こ

と に し、 小 野 と山 田 は カ ヌー と荷 物 を番 屋 の 船 で

文吉 湾 ま で運 ん で も ら う こ と に した。 天 野 は一 足

先 に文 吉 湾 へ 向 か い 、小 野 と山 田 は午 後4時10分 、

ポ ロモ イ を出 発 した。 途 中 海 は荒 れ て 、 番 屋 の 船

も相 当 うね り に も ま れ た 。 午 後4時18分 、 沖 合 か

ら磯 づ た い に歩 く天 野 を発 見 し、 そ の 足 の 速 い の

に お どろ か され る 。 午 後4時30分 、 船 は 文 吉 湾 に

着 い た。 天 野 も一 足 お くれ て 文 吉 湾 着 。

天 野 の話 で は 、途 中 ピザ まで 海 中 に つ か る と こ

ろ が3ケ 所 、 高 巻1ケ 所 で あ っ た そ うだ。 シ シ岩

北 側 か ら台 地 上 に あ が って 、 こ の岬 上 で待 望 の 遺

跡(堅 穴 住 居 の あ と ら しい窪 地 で 、5m×6mの

長 方 形 、深 さ は0.4mほ ど)を 発 見 した。 歩 い た

か い が あ っ た。

と にか く目的 地 の 文 吉 湾 に着 い た 。 最 終 行 程 で

カ ヌー を放 棄 して し まっ た が、 天 候 さ え良 け れ ば

海 は静 か で 、 カ ヌー を使 っ て の知 床 調 査 が 可 能 な
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ことが実証 された。

知床半島北岸の地形は、浜がせまく、浜のすぐ

うしろには大 なり小なり断崖 が連なっており、今

回発見 された遺跡 もシシ岩北側岬の台地上でみっ

かった。それまでの行程でも(ア ウンモイ、ポロ

モイ等)断 崖 に登れば遺跡 が見つかる可能性があ

る。 したがってこれからは山登 りの装備も必要に

なって くるだろ う。

文吉湾で も番屋で食事、風呂をもらい、泊めて

もらった。

なお、カヌー乗船時間は、

天野6時 間23分

山田5時 間48分

小野3時 間53分 であった。

第5日(曇 のち快晴)文 吉湾→斜里

午前5時52分 起床、午前6時 に朝食、番屋の人

たちは、もう一仕事終 わっていた。この日、午前

中時間があったので、天野は昨日みつけた堅穴跡

を調査 に行った。遺跡の周辺は、草が茂っていて

精査はできなかったけれど、地形的にみて複数戸

あったとしても、数はそんなに多 くない様子だっ

たという。小野、山田は文吉湾から知床岬先端ま

でに分布する既知の遺跡 を確認 に出かけた。慶吉

湾北側、ワシ岩湾の斜面の中腹の 「くま送 り場」

(昔、オロッコがクマ を殺 したあと、頭部 を安置

した場所、頭骸骨はすでに撤去 されていて、現在

そこにはない。)を確認。灯台用の発電所建物の手

前でオホーツク期のものと思われる堅穴跡(12m

×12m、 深 さ0.4mぐ らい)を 確認。午前8時10

分、知床燈台着。燈台は白黒のタイル張 りの美 し

いものであった。海上はるかに国後島 を望む。燈

台下の段丘上に堅穴のあとらしき窪みを認めた。

午前10時30分 、番屋で昼食をもらう。天気は昨

日と打ってかわって快晴、海は静 かであった。午

後12時50分 、いよいよ帰路 につ く、帰 りは知床水

産マス集荷船 「第18知 床丸」 に、カヌー、荷物を

すべて積 んでもらい、文吉湾 を発つ。集荷船は、

各番屋 から収穫のマスを集めなが ら、宇登呂に向

かう。午後1時38分 、テ ッパ ンベツ着。天野はこ

こで集荷船を降 り、番屋 に預けてあるランドクル
ーザーに乗って宇登呂へ。小野、山田は宇登呂港

でカヌーを降 ろし、天野 と合流することにした。

カヌーで3日 がかりの行程 を集荷船は1時 間で走

破 して し ま っ た。 午 後3時21分 、集 荷 船 、宇 登 呂

着 。 直 後 、 天 野 が ラ ン ドク ル ーザ ー で 宇 登 呂港 に

着 い た。

帰 り仕 度 を整 え、 宇 登 呂 の 「ちか る」 で休 憩 。

子 グマ や ネ コの ミト恥 と遊 ぶ 。 午 後4時45分 、

宇 登 呂 発 。 午 後5時50分 、斜 里 着 。

無 事斜 里 に 戻 る こ とが で きて よ か っ た 。 とに か

く知 床 岬 先 端 まで 行 くこ とが で きて満 足 で あった。

第6日(晴 の ち曇)斜 里 → 札 幌

午 前8時15分 斜 里 発 。 旭 川 で昼 食 を と り午 後6

時10分 、 札 幌 着 。 テ ン ドクル ー ザ ー の走 行 距 離 は

965.7kmで あ っ た 。

以上、簡単にまとめてみたが、今回の調査 で2

つのことがわかった。すなわち

①知床半島北岸 におけるオホーッ ク文化 の遺跡

(堅穴住居 あと)は 、以前から確認 されていた、

ルシャ川付近 と、半島先端部とその付近に偏在 、

し、その途中には、確認で きた範囲ではわずか

であり、 もしもっと詳 しく調査す るとすれば、

大がかりな装備 が必要であろう。

②カヌーは、海 さえ静 かなら、このよ うな陸路

のない場合の調査 に有効な手段 となり得 る。 し

かし、状況 によっては危険 をともなうので、特

に天候 、風向、潮流等 について、あらかじめ十

分に調べておくことが必要である。

この 調 査 で知 床 の す ば ら しさ を改 め て 感 じた 。

この 自然 が い つ ま で も変 らず に残 っ て 欲 しい と思

う。 最後 に、 食 事 、風 呂 、 宿 泊 、 船 で の運 搬 等 、

各 番 屋 の 人 た ち に大 変 お世 話 に な った 。 この 方 々

に心 か ら感 謝 した い 。
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